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リボーン　＜エコツーリズム・ネットワーク＞

エコツアー・レポート 2010　新春
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２００９年⇒ニュージーランド　　　ワイポウアの森　植林＆ラン＆ウォーク　　　スウェーデンYHみんなで料理　　　　　北海道サロマ湖畔サイクリング

2010年　リボーンが10年目を迎えます。そろそろ脱皮するコロかも・・・

昭和に、20世紀に、ノスタルジーを感じていたら、いつの間にかもう2010年。21世紀の10分の１が過ぎ去ってしまいました。世界経済は100年に１度の不況に陥り、有史以来の環境危機が地球を襲い、生物多様性が危ぶまれる時代になりました。超大国、超一流企業、英雄の絶対神話が崩壊し、冨と名声の平等分配が始まるわけではなく、誰もが大なり小なりの不安を抱きながら生きている感じがします。

いったいどんな未来が待っているのか？

いや　それは大それた予測でとてもわからない

では　小さな自分は、どんな未来にしたいのか？

もっと具体的に１０年後は、来年は、明日は？

ここまで妥協すれば自分の未来予想図が描けるかも

２０００年にサラリーマンから独立し、有限会社リボーンを創業しました。旅好きな人間にとって、訪ねた土地の自然・環境・社会に触れ合うことができた時、そのままでいてほしいと願う気持ちがいつも湧いてきます。

それが壊れそうな時は、守りたくなるし、生き返らせたくなります。自分を受け入れてくれた自然（土地や生きもの）の再生を通じて、自分自身が生き生きと再生、蘇生することを願います。見方を変えれば自分勝手な考え方です。

しかし、それを続けていくうちに　ドンドン　ドンドン　そう考えたほうが楽になってきました。自分が自分らしくあるときは家族にも社会にもやさしくなれることがわかりました。私の仕事は「旅」づくりです。以前はとにかく売れる旅を作りたいと思っていましたが、今は参加者が自己実現のできる旅づくりに精進したいと思っています。

そのためには材料と発想にも限りがあるので、発表するメニューを減らすことになりそうです。私が知っているいくつかのオーガニックレストランのシェフのように、美味しく、正しく、楽しく、その割りに安く　ときどき参加したくなるような「旅」を創り続けます。

たまには一緒にレシピを考えてみませんか！

２０１０年新春　リボーン（エコツーリズム・プロデューサー）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱岐　健一郎
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2009年年末　バリ島プリカラン村の人々と巨木
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今年も福岡県篠栗町のクスノキ


（しょうのうの原料）の倒木から


作ってもらった 「干支の寅」に


文字入れをしました　　まだ上達しませんが　いつかは・・（壱岐）




















